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1．緒言 
 20 世紀後半から 21 世紀にかけて，テレ

ビ・ビデオ・テレビゲーム・パソコン・携帯

など電子映像メディアが急速に普及し，それ

に伴って日本の子ども期の生活も大きく様変

わりした．その結果，子どもたちの生物学的・

身体的発達ばかりでなく，社会的発達・文化

的発達にもこれまでなかった変化が起き始め

ている．そこで，子どもが家庭の中でどのよ

うなメディアに関わっているのかやどのよう

に向き合っていけばよいのかを考えていきた

い． 
 そこで，本研究では，子どもたちが好きで

あろうゲームメディアを中心とした研究を進

めた．現代の教育現場では，自我をコントロ

ールできずに人を攻撃したり，いじめをした

りという事件が多発しているように感じる．

この原因に深い関係があるものがゲームメデ

ィアと考え，本当に関係しているのかについ

て調べ，子どもたちのメディア接触時間との

関係性について調べることを目的とする． 
2．研究方法 
1)  質問調査 
無記名記入式 

2） 調査対象者 
K 小学校 4 年生～6 年生 224 名 

 K 中学校 1 年生～3 年生 191 名 
3．結果と考察 

メディアの接触時間が長い傾向にある子ど

もは，些細なことでイライラすると考えられ

る．このイライラを解消するために攻撃的ゲ

ームに逃げてしまう傾向が高いと推察された． 
 攻撃的ゲームをする子どもたちは，現実で

も攻撃をする傾向が高く(p<0.05)，死んだ人

も生き返ると認知している子どもたちが多く

見られた(p<0.01)．ゲームをすることにより，

子どもたちは，攻撃性や死生観など様々な影

響を受けていると示唆された． 

 
図 1. 攻撃と攻撃ゲーム 

4．まとめ 
本研究で，電子映像メディアの発達により，

子どもたちは「メディア漬け」の生活を送っ

ていることが明らかとなった．この「メディ

ア漬け」の生活の中で，子どもたちは，攻撃

性，死生観など様々な影響を受けていること

が示唆され，少しずつ改善してくために親や

大人が変わっていく必要があると考えられた． 
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